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 本 論 文 は 、 フ リ ー ド リ ッ ヒ ･ フ レ ー ベ ル ( F r i e d r i c h  W.  F r ö b e l  

1 7 8 2 - 1 8 5 2 )が 創 設 し た キ ン ダ ー ガ ル テ ン ( K i n d e r g a r t e n , 1 8 4 0 )に お け る

「 遊 び 」 と 「 作 業 」 に よ る 幼 児 教 育 実 践 を 検 討 し た も の で あ る 。 フ レ ー

ベ ル が 創 設 し た キ ン ダ ー ガ ル テ ン は 、 フ レ ー ベ ル の 没 後 、 教 え 子 や 後 継

者 た ち に よ っ て 、 ヨ ー ロ ッ パ の 国 々 や ア メ リ カ に 普 及 し 、 日 本 に も 伝 播

し た 。そ れ は 、各 地 の 幼 稚 園 運 動 の な か で 幼 児 教 育 制 度 の 発 展 の も と に 、

文 化 変 容 を 遂 げ な が ら 1 9 世 紀 後 半 に か け て 各 地 に 根 づ い て い っ た 。  

フ レ ー ベ ル 研 究 は 大 別 す る と 、 ① ド イ ツ に お い て 繰 り ひ ろ げ ら れ た 、

『 人 間 の 教 育 』 ( 1 8 2 6 )や 『 フ レ ー ベ ル 自 伝 』 他 書 簡 類 等 の 文 献 解 釈 学 に

基 づ く 、 フ レ ー ベ ル の 思 想 と 人 物 に 関 す る 哲 学 領 域 で の 研 究 、 ② キ ン ダ

ー ガ ル テ ン が 伝 播 し た 諸 地 域 の 幼 児 教 育 史 に お け る キ ン ダ ー ガ ル テ ン 設

立 運 動 の 研 究 が あ る 。 フ レ ー ベ ル ・ オ リ ジ ナ ル な キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践

の 総 体 を 教 育 学 の 見 地 か ら 検 討 し た 研 究 は 少 な い が 、 ① と ② の 研 究 の な

か で 部 分 的 に な さ れ て き た 。  

フ レ ー ベ ル ・ オ リ ジ ナ ル な キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 総 合 的 な 研 究 が な

さ れ て こ な か っ た 理 由 は 、 第 1 に 、『 人 間 の 教 育 』 に 著 わ さ れ た カ イ ル

ハ ウ の 教 育 実 践 か ら お よ そ 3 0 年 後 に 結 実 し た 乳 幼 児 を 対 象 と し た キ ン

ダ ー ガ ル テ ン 実 践 に つ い て 、 フ レ ー ベ ル 自 身 の ま と ま っ た キ ン ダ ー ガ ル



テ ン 教 育 学 の 著 作 が な い こ と が あ る 。第 2 に 、フ レ ー ベ ル 自 身 の キ ン ダ

ー ガ ル テ ン 教 育 学 と は 何 か が 明 ら か に さ れ な い ま ま に 、 フ レ ー ベ ル 運 動

に お い て は 、「 指 導 書 」 (マ ニ ュ ア ル )を 媒 介 し て 遊 具 や 作 業 具 の 扱 い 方 を

中 心 に キ ン ダ ー ガ ル テ ン が 普 及 し 、 キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 基 礎 に あ る

フ レ ー ベ ル の 思 想 と 理 論 か ら 逸 れ て フ レ ー ベ リ ア ン ・ オ ー ソ ド ッ ク ス の

実 践 が 成 立 し 、 こ れ を も っ て フ レ ー ベ ル 幼 稚 園 教 育 学 と 同 一 の も の と 見

做 さ れ て し ま っ た こ と で あ る 。 こ の 背 景 に は フ レ ー ベ ル の 数 少 な い 幼 稚

園 教 育 学 に 関 す る ド イ ツ 語 の 原 著 が 、 他 の 言 語 を 用 い る 国 々 の 幼 児 教 育

研 究 者 や 実 践 家 に 容 易 に 判 読 し 難 か っ た こ と も あ る と 思 わ れ る 。  

本 論 文 は 、フ レ ー ベ ル の キ ン ダ ー ガ ル テ ン 教 育 学 の 柱 は「『 遊 び ( S p i e l )』

と 『 作 業 ( B e s c h ä f t i g u n g )』 を と お し て の 学 び 」 で あ っ た の で は な い か 、

と の 仮 説 の も と に 、 フ レ ー ベ ル ・ オ リ ジ ナ ル な キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の

全 体 像 を 検 討 し 、 幼 児 教 育 に お け る 意 義 を 明 ら か に し よ う と し て い る 。  

序 章 で は 、 ド イ ツ 、 イ ギ リ ス 、 ア メ リ カ 及 び 日 本 の フ レ ー ベ ル 研 究 史

と キ ン ダ ー ガ ル テ ン 発 展 史 を 抑 え 、 フ レ ー ベ ル 研 究 の 到 達 段 階 と 問 題 の

所 在 を 追 究 し て い る 。上 記 の 国 々 に お い て は 、1 9 世 紀 後 半 の フ レ ー ベ ル

運 動 で 、フ レ ー ベ リ ア ン ･オ ー ソ ド ッ ク ス の 実 践 が ほ ぼ 成 立 し た こ と 、フ

レ ー ベ ル 幼 稚 園 教 育 学 の 研 究 は 、 ド イ ツ で は 1 9 0 0 年 代 か ら 始 ま り 、 イ

ギ リ ス 、 ア メ リ カ で は 1 8 8 0 年 代 末 か ら 幼 稚 園 教 育 学 の 英 訳 本 が 出 は じ

め 、 幼 稚 園 教 育 学 の 研 究 は そ れ 以 後 の 1 9 世 紀 末 に 始 ま っ た と 結 論 づ け

て い る 。 つ ま り 、 キ ン ダ ー ガ ル テ ン の 普 及 す な わ ち 設 立 が 先 行 し て 、 キ

ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 背 後 に あ る 理 論 や 思 想 の 研 究 が 後 に な る と い う 特

異 な 研 究 史 を 辿 っ て い る 。  

ド イ ツ で は 、 フ レ ー ベ ル の 思 想 を 探 求 す る 哲 学 的 研 究 が 蓄 積 さ れ た 。

フ レ ー ベ ル の 没 後 、 キ ン ダ ー ガ ル テ ン は ド イ ツ 国 内 に 普 及 す る が 、 公 的

教 育 制 度 に 組 み 入 れ ら れ る こ と は な く 、 家 庭 の 教 育 を 補 完 す る 社 会 福 祉

施 設 と し て 存 続 し て き た 。そ の 間 、1 9 3 0 年 代 に は ナ チ ス に よ り フ レ ー ベ

ル 像 が 歪 曲 し て 造 ら れ 、 戦 後 は 旧 東 ド イ ツ と 西 ド イ ツ で キ ン ダ ー ガ ル テ

ン は 異 な る 道 を 歩 ん で 発 展 し た 。 キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 全 体 像 を 検 討

し た 研 究 は 第 二 次 大 戦 後 に 旧 東 西 ド イ ツ で 進 め ら れ た 。 や が て 1 9 9 0 年

の 東 西 ド イ ツ 統 一 後 に 、旧 東 ド イ ツ 所 在 の フ レ ー ベ ル 博 物 館 (ブ ラ ン ケ ン

ブ ル ク )を 拠 点 と し て キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 研 究 が 徐 々 に 進 め ら れ て

き て い る 。イ ギ リ ス で も 1 9 9 0 年 代 に 入 っ て 1 8 8 0 年 代 の フ レ ー ベ ル 幼 稚

園 教 育 学 の 英 訳 本 の 復 刻 版 が 出 さ れ て 、フ レ ー ベ ル ･オ リ ジ ナ ル な 幼 稚 園

教 育 学 の 研 究 が 新 た に 始 ま っ た と こ ろ で あ る 。 1 9 世 紀 末 か ら 2 0 世 紀 初

頭 に か け て 児 童 研 究 運 動 の も と に 興 っ た 新 し い 教 育 学 が 批 判 の 矢 を 向 け



た の は 、フ レ ー ベ リ ア ン ･オ ー ソ ド ッ ク ス の 実 践 に 対 し て で あ っ た 。日 本

に も フ レ ー ベ リ ア ン ･オ ー ソ ド ッ ク ス の キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 が マ ニ ュ

ア ル の 翻 案 を と お し て 導 入 さ れ 、 新 教 育 運 動 の な か で こ れ が 批 判 さ れ 、

幼 稚 園 の 改 革 が な さ れ た 。  

 以 上 の よ う な フ レ ー ベ ル 研 究 史 と キ ン ダ ー ガ ル テ ン 発 展 史 の 把 握 の も

と で 、 本 論 文 の 課 題 を 、 こ れ ま で そ の 実 践 の 総 体 を 研 究 さ れ て こ な か っ

た フ レ ー ベ ル ・ オ リ ジ ナ ル な キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 全 体 像 を 究 明 し 、

幼 児 教 育 学 に お け る 意 義 を 明 確 に す る こ と に 定 め た 。  

第 1 章：フ レ ー ベ ル の キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 成 立 の 第 1 節 で は 、カ

イ ル ハ ウ 実 践 ( 1 8 1 6～ )と キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 ( 1 8 3 6～ )の 二 つ の 教 育 実

践 に は 「 人 間 教 育 の 追 求 」 と い う 理 念 が 通 底 し て お り 、 フ レ ー ベ ル を 実

践 へ 導 い た も の は 哲 学 的 な 瞑 想 で は な く 、 ド イ ツ の 社 会 状 況 と の 厳 し い

対 峙 の 中 で の 決 断 で あ っ た と 思 わ れ る の で 、「 戦 争 へ の 従 軍 体 験 」 と

「 1 8 3 6 年 の 生 命 の 革 新 」を 教 育 実 践 へ の 動 機 づ け と し て 取 り あ げ た 。第

2 節 、 第 3 節 は 、 フ レ ー ベ ル の 1 8 3 6 年 か ら 1 8 4 2 年 ま で の 活 動 に つ い て

Ｊ . プ リ ュ ー フ ア ー の 論 文 、 J o h a n n e s  P r ü f e r,  D i e  p ä d a g o g i s c h e n  

B e s t r e b u n g e n  F r i e d r i c h  F r ö b e l  i n  d e n  J a h r e n  1 8 3 6 - 1 8 4 2 .  1 9 0 9 .  と 同

著 書 、F r i e d r i c h  F r ö b e l -  S e i n  L e b e n  u n d  S c h a f f e n  v o n  J o h a n n e s  P r ü f e r.  

1 9 2 7、 A . H .ハ イ ネ マ ン の F r o e b e l  L e t t e r s ( 1 8 9 3 )を 主 要 文 献 と し て キ ン

ダ ー ガ ル テ ン の 成 立 の 経 緯 を 明 ら か に し て い る 。  

 第 2 章 ： フ レ ー ベ ル ･オ リ ジ ナ ル な キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 内 容 と 方

法 で は 、 生 前 の フ レ ー ベ ル が 展 開 し た キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 実 態 を 、

W. ラ ン ゲ の フ レ ー ベ ル 全 集 2 巻 F r i e d r i c h  F r ö b e l ’s  g e s a m m e l t e  

p ä d a g o g i s c h e  S c h r i f t e n  H e r a u s g e g e b e n  v o n  D r.  Wi c h a r d  L a n g e  A b t . 2  

と 、 H . ハ イ ラ ン ド 編 フ レ ー ベ ル 選 集 第 3 巻 、 F r i e d r i c h  F r ö b e l :   

Vo r s c h u l e r z i e h u n g  u n d  S p i e l t h e o r i e ,  K l e t t - C o t t a  1 9 8 2 .  お よ び 、同 第

4 巻 、 F r i e d r i c h  F r ö b e l :  D i e  S p i e l g a b e n ,  A u s g e w ä h l t e  S c h r i f t e n ,  

H e r a u s g e g e b e n ,  z u m  Te i l  e r s t m a l  v e r ö f f e n t l i c h t  v o n  E r i k a  H o f f m a n n .  

K l e t t - C o t t a  1 9 8 2 .を 主 要 文 献 と し て 使 用 し て い る 。さ ら に 、実 践 の 実 態

を 把 握 す る た め に 、 フ レ ー ベ ル の 書 簡 中 で 実 践 に 関 す る 叙 述 を 取 り 上 げ

検 討 し て い る 。キ ン ダ ー ガ ル テ ン の 保 育 内 容 は 、「 遊 具・作 業 具 を 用 い た

遊 戯 と 作 業 」、「 運 動 遊 戯 」、「 自 然 と の 関 わ り 、 庭 で の 栽 培 活 動 、 砂 場 遊

び 」、「 言 葉 、 お 話 、 読 み 書 き 」 で あ る 。  

第 3 章 ： 人 間 教 育 の 基 礎 段 階 に お け る 「 遊 び 」 と 「 作 業 」 に よ る 学 び

で は 、 第 1 節 で 、 キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 「 理 論 的 基 礎 」 と 、「 フ レ ー

ベ ル に 影 響 を 及 ぼ し た 遊 戯 ･作 業 教 育 論 」を 把 握 し 、第 2 節 と 第 3 節 で 、



フ レ ー ベ ル・オ リ ジ ナ ル な キ ン ダ ー ガ ル テ ン に お け る「 遊 び 」と「 作 業 」

に よ る 学 び の 意 義 を 実 践 事 例 を 取 り 上 げ て 検 討 し た 。 結 論 と し て 、 遊 具

に よ る「 遊 び 」は 単 に 自 由 な 自 己 活 動 で は な く 、「 乳 幼 児 の 発 達 と 人 類 の

発 展 に み 合 う『 教 育 的 遊 び 』」で あ り 、運 動 遊 戯 は 、自 分 と 友 達 の 身 体 を

素 材 と し た 身 体 表 現 で あ り 「 他 の 生 命 の 受 容 と 理 解 」 を も た ら す 意 義 が

見 出 さ れ た 。ま た「 作 業 」は 、労 働 教 育 や 職 業 教 育 で は な く 、「 遊 び 」か

ら 発 展 す る 「 物 を 創 り だ す 活 動 」 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

第 4 章 ： キ ン ダ ー ガ ル テ ン の 伝 播 と フ レ ー ベ リ ア ン ・ オ ー ソ ド ッ ク ス

の 成 立 で は 、フ レ ー ベ ル の キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 が 、 1 9 世 紀 後 半 に 、ド

イ ツ 、 イ ギ リ ス 、 ア メ リ カ 、 そ し て 日 本 に 、 ど の よ う に 伝 え ら れ 変 容 し

て 定 着 し た か を 解 明 し て い る 。 こ の 章 で は 、 各 国 の 幼 児 教 育 史 と 幼 稚 園

運 動 史 、 さ ら に 当 時 各 国 で 使 用 さ れ た 指 導 書 を 分 析 検 討 し て い る 。 ド イ

ツ 、 イ ギ リ ス 、 ア メ リ カ の 指 導 書 で 検 討 し た も の は 、 1 ) H . G o l d a m m e r

の  D e r  K i n d e r g a r t e n . ( 1 8 6 9 ) 、 2 ) J o h a n n  a n d  B e r t h a  R o n g e の A 

P r a c t i c a l  G u i d e  t o  t h e  E n g l i s h  K i n d e r g a r t e n  ( 1 8 5 4 , 1 8 8 3 ) 、 3 )  

Ｅ . P e a b o d y の K i n d e r g a r t e n  G u i d e ( 1 8 6 9 )、 4 ) E . Wi e b e の  T h e  P a r a d i s e  

o f  C h i l d h o o d ( 1 8 6 9 )、 5 )  A . D o u a i の T h e  K i n d e r g a r t e n ( 1 8 7 2 ) .  で あ る 。

こ れ ら の 分 析 を 通 し て 、フ レ ー ベ ル リ ア ン ･オ ー ソ ド ッ ク ス の キ ン ダ ー ガ

ル テ ン 実 践 の 指 導 内 容 や 方 法 を 明 ら か に し た 。  

終 章 ： フ レ ー ベ ル ･オ リ ジ ナ ル な キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 変 容 ･改 革 ･

継 承 で は 、第 1 節 で 、フ レ ー ベ リ ア ン ･オ ー ソ ド ッ ク ス に よ っ て 、「 遊 び 」

が「 一 斉 の 模 倣 練 習 」に 、運 動 遊 戯 が「 体 操 」に 、「 作 業 」が 労 働 者 の 幼

児 の 労 働 訓 練 と 一 般 の 子 ど も の 技 術 教 育 に 変 容 し た こ と を 指 摘 し た 。 第

2 節 で 、 デ ュ ー イ や キ ル パ ト リ ッ ク の 経 験 主 義 教 育 か ら の 批 判 を 検 討 す

る な か で 彼 ら の 教 育 学 は 、 自 由 な 自 己 活 動 を 重 視 し て い る 点 で フ レ ー ベ

ル の 幼 児 教 育 と 共 通 し て い る こ と 、 第 3 節 の モ ン テ ッ ソ ー リ ･メ ソ ッ ド

と の 比 較 の な か で 、モ ン テ ッ ソ ー リ ･メ ソ ッ ド も 幼 児 の 活 動 衝 動 を 具 体 物

で 引 き 出 す 方 法 で フ レ ー ベ ル と 同 じ 幼 児 教 育 原 理 を 適 用 し て い る こ と を

指 摘 し た 。 こ れ ら の 結 論 を ふ ま え て 、 第 4 節 で 、 フ レ ー ベ ル ･オ リ ジ ナ

ル の キ ン ダ ー ガ ル テ ン 実 践 の 幼 児 教 育 に お け る 意 義 と し て 、「 遊 具 で 乳 幼

児 の 活 動 を 引 き だ し 、 表 現 を と お し て 外 界 の 認 識 に 至 ら し め る 教 育 的 遊

び 」、「 遊 び か ら 発 展 し て 物 を 創 り だ す 作 業 」、「 身 体 表 現 に よ り 仲 間 意 識

( G e m e i n s a m k e i t )を 育 て る 運 動 遊 戯 」、「 栽 培 活 動 や 砂 場 遊 び な ど で 自 然

と 関 わ る 活 動 」 を 挙 げ た 。 こ れ ら の な か で 変 容 し 、 失 わ れ つ つ あ る も の

も あ る が 、 そ の 重 要 性 を 再 認 識 し て 継 承 す べ き と 結 論 づ け て い る 。  

 


